
東北地方太平洋沖地震に係る本院の救護活動について 
 
                       大阪大学医学部附属病院長 福澤正洋 
 
３月１１日に発生いたしました東北地方太平洋沖地震により被害を受けられた皆様に、

心からお見舞い申し上げます。 
大阪大学医学部附属病院といたしましては、被災された皆様が平穏な生活を１日も早く

取り戻されるために少しでもお役に立てればという気持ちを込めて、下記の救護活動を行

っております。 
 
１．本院から医師２名、看護師２名、事務１名で構成するＤMＡＴチーム及び医師２名、看

護師１名のドクターヘリチームを派遣。ＤＭＡＴチームは、平成２３年３月１２日（土）

６時５０分、伊丹空港から自衛隊機で花巻空港へ向い８時５０分に到着、空港に設置

されたＳＣＵにおいて医療活動を開始。 

同じくドクターヘリチームは、同日７時３０分に福島県立医科大学に向けて出発、 
１３時１４分に到着し患者搬送等の医療活動を開始。 

 
２．平成２３年３月１４日（月）１１時００分から病院が召集した「東北地方太平洋沖地

震に係る打合会」において、支援等について検討。 
 
３．平成２３年３月１４日（月）１３時００分、文部科学省から放射線測定者の福島県へ

の派遣要請を受け、医師１名、看護師２名、放射線技師１名 計４名の派遣を決定し、

３月１５日（火）１２時００分、伊丹空港から羽田空港に向けて出発し、現在、千葉

県の放射線医学総合研究所において待機中。 
 
４．平成２３年３月１５日（火）１４時３０分、ＤＭＡＴチームが任務を終え、無事帰院

した。また、１６時３０分ドクターヘリチームも任務を終え、無事帰院した。 
 
５．平成２３年３月１６日（水）１９時００分、放射線測定のため派遣した職員が帰阪。 
 
６．平成２３年３月１７日（木）、患者受入れ、医師派遣等の医療支援に関する検討を行う

ため、「東北地方太平洋沖地震医療対策本部」を設置。 

また、医学部に医学科、保健学科、附属病院が相互に連携し、全力を挙げて支援を行

うため、「東北地方太平洋沖地震対応委員会」を設置。 
 
７．平成２３年３月１８日（金）、東北大学からの支援要請を受け、内科医師２名、看護師

２名、事務職員２名からなる医療支援チームを編成し、派遣を決定。 

 

（平成２３年３月１９日８時３０分現在） 


